


思春期にある高校生は、生理的には、二次性徴の発現を経て、成熟期への移行による激動

期に当り、心理的には、自我確立のための動揺期、社会的には、主体制を確立する過程で

の短絡行動期にある。最近の社会環境の変化、特に子育ての基礎といえる家庭の機能の低

下が、高校生の心理的、社会的面に大きな影響をもたらして、精神的耐性や社会性の習得

を弱め、親からの独立を遅らせる「幼児化現象」の傾向を招いているように思われる。 


